
【GIGA×指導の工夫・改善】 GIGA環境を活用した、自己決定を取り入れた学習環境の構築

春日井市立中央台小学校（愛知県）【指定校】リーディングDXスクール事業 【GIGA×指導の工夫・改善】
様式Ⅱ-B1

＜考察＞
【実践の振り返り GIGA環境が有効であった点】

４年国語（書道）「文字の組み立て方」 資料Ａ

資料Ｂ

【実践内容】

児童が学びを自走できるために「自己決定」の場面を
多く取り入れている。
①めあては自分で決める。
②練習方法は自分で選択する。
③清書を書けた児童から「ディスカッション」「チャット」
の２種類から選択し、交流を行う。

①めあては各自で設定し共有しているため、めあてが同じか
違うかなど、学ぶ相手を決める判断材料となる。
②進捗シートでできた子から「ディスカッション」か
「チャット」を選択するので、交流相手を見つけやすい。ま
た、交流できなくてもチャットで自分の作品を紹介できる。

練習方法
の選択

進捗把握シート



【GIGA×指導の工夫・改善】 GIGA環境を活用した、児童が自ら学べる学習環境の構築

春日井市立中央台小学校（愛知県）【指定校】リーディングDXスクール事業 【GIGA×指導の工夫・改善】

様式Ⅱ-B2

＜考察＞ 【実践の振り返り GIGA環境が有効であった点】

５年社会科「くらしを支える工業生産」 資料Ａ

資料Ｃ

【実践内容】

学習の課題は単元の1時間目に学習問題を立てて学習計画
を立てた。

学習の手引きを提示するようにし、教科書や資料集から
の情報収集と整理分析の仕方を見直した（資料A、B）。

交流タイムを取り入れ、自分の意見を伝えられるような
環境を作った（資料C）。

学習の手引き＋単元の計画を子供たちと共有することで、
教師の指示がほぼなくとも学習に主体的に取り組むことがで
きた。

しかし、情報収集と整理分析の仕方を全員ができるように
なるまでに時間がかかる。他者参照をしつつ、協働的な学び
になるようにしていきたい。

資料Ｂ



【GIGA×指導の工夫・改善】 GIGA環境を活用した、児童が自ら主体的に学ぶ学習環境の構築

春日井市立中央台小学校（愛知県）【指定校】リーディングDXスクール事業 【GIGA×指導の工夫・改善】

様式Ⅱ-B3

＜考察＞
【実践の振り返り GIGA環境が有効であった点】

６年体育科「フラッグフットボール」

資料Ａ

資料Ｂ

【実践内容】

資料Ｃ

・事前に作戦の立案をしておく。
・授業の流れは、➀チーム練習②試合③
振り返りで統一する。

・練習方法は教師のアドバイスやネットよ
り参照。参照動画はスプレットシートにて
全員が確認できるようにアップさせる。振
り返りも他者参照可能（資料A）。

・リピートタイマーを活用し、教師の指示
なしで自分たちで動き続ける（資料C）。

・試合では、➀作戦決定➁実行➂検討を繰
り返す（資料B）。

・子どもたちがすべて自主的に動くことができたことは成功だった。
・他者参照や動画での動きの確認、次回への記録は次時につながり有効だった。


